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1．COVID-19パンデミック下での競技会運営
感染症専門医の立場から

堀野哲也＊

●はじめに

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行
が続く状況で競技会を開催するためには，競技会
開催がさらなる感染者数増加の原因とならないこ
と，また，試合成立のために選手および関係者が
感染しないよう感染対策を実施する必要がある．
ここでは，COVID-19パンデミック下で競技会を
運営する際の感染対策について，感染症専門医の
立場から述べる．

●選手及び関係者の感染対策

定期的な検査
競技会によっては，選手や関係者に対して，定
期的あるいは競技会参加前に SARS-CoV-2検査
が施行されている．COVID-19の診断には，Re-
verse Transcription - Polymerase Chain Reaction
（RT-PCR）法などの核酸増幅検査，抗原定量検査，
抗原定性検査が使用されるが，無症状者に対する
スクリーニング検査には，鼻咽頭あるいは唾液を
用いた核酸増幅検査あるいは抗原定量検査が推奨
されている１）．しかし，曝露された早期に核酸増幅
検査を受けても陰性となる可能性や２），トレーニン
グ参加前の RT-PCR検査は陰性であったにもか
かわらず，チーム内でクラスターが発生した報告
もあり３），感度が高い検査で陰性であっても感染を
否定することはできない．Minaらは，感度が低く
ても頻回に検査を施行する方が，感染者を同定す
るのに有用であることを提案しているが４），
Morenoらは，大学運動部で毎日抗原検査を施行
していたものの，32人の感染が確認されたクラス

ター事例を報告しており５），検査だけでなく，日常
生活での感染対策も重要である．
日常生活での感染対策
厚生労働省では，飲酒を伴う懇親会やマスクな

しでの会話などを感染のリスクが高まる 5つの場
面として挙げているが，チーム主催の懇親会や同
居人以外との飲酒を伴う外食の禁止など，さらに
厳格に規制している競技もある．2021年 7月に開
幕した東京オリンピック競技大会では，2021年 7
月 1日から 8月 8日までに 453例が COVID-19
と診断され，このうち，アスリートやテクニカル
オフィサー等の関係者は 80例（18%），その他の大
会関係者が 373例で全体の 82%を占めており６），
すべての競技関係者が日常生活での感染に注意す
る必要がある．また，Toyokawaらは，国内線 2
時間の飛行機内で，調査対象 141名のうち連絡の
取れた 122名中 14名の感染が確認され た
COVID-19のクラスター事例の調査により，発症
者から 2列以内の座席と，席が離れていても不十
分なマスクの着用が感染に関連することを報告し
ており７），選手や関係者は可能であれば，専用車両
で移動するか，関係者以外とは距離をとって着席
し，移動時のマスク着用が推奨される．
競技会開催期間中の感染対策
プロスポーツのように数ヶ月にわたって開催さ

れる競技では，選手や関係者は日常生活の中で常
に感染のリスクに曝されるが，大阪花園ラグビー
場で開催される全国高校ラグビー大会のような競
技会は，約 2週間の日程で開催され，開催中は多
くの選手や関係者が競技場付近に滞在し，飲食を
ともにすることになるため，外食やホテル内で関
係者以外との接触を避けることで，感染のリスク
を減じることが可能である．しかし，このような＊ 東京慈恵会医科大学感染制御科
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バブルの中にウイルスが入り込めば，急速にチー
ム内で感染が拡大する可能性があり，食事やミー
ティングなどでの感染対策は継続する必要があ
る．

●観客への感染対策

観客動員の決定
全国大会や国際大会では，競技会開催地で感染
の流行がなくとも，感染流行地からの来訪によっ
て開催地で感染者が増加する可能性や，非流行地
からの参加者が開催地で感染することによって，
非流行地での感染者数増加の原因となる可能性も
考慮しなければならない．そのため，開催地の感
染者数や医療の逼迫状況を確認し，開催地の自治
体などと協議して競技会の開催，さらに観客動員
の可否を決定する必要がある．
有観客での開催
観客と選手間での感染を防止するためには，観
客と選手が接触しないようゾーニングおよび動線
を設定することが重要であり，状況によってはア
クレディテーションカードの発効などにより，入
場できるゾーンを厳格に管理する必要がある．一
方，観客同士の感染対策として，マスクの着用，
大声の自粛や間隔を空けた着席などの対応が必要
であり，これらの状態を把握する方法として，人
工知能によるマスク着用の遵守率の測定や二酸化
炭素濃度の測定による換気の状態を把握する方法
が提案され，実施されている８）．

●おわりに

この Proceeding執筆時は，新たな変異株であ
るオミクロン株の出現により，第 32回日本臨床ス
ポーツ医学会学術集会の開催時とは異なる局面を
迎えている．しかしどのような状況であっても，
選手や関係者のみならず，観客も含め，自身の体
調や感染のリスクを客観的に評価し，競技会の開
催や参加の可否を検討することが重要である．
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